
　
公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
る
区

域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
を

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
積
極

的
に
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の

中
で
、
多
か
っ
た
も
の
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
は
必
ず
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

　
法
律
に
よ
り
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、
速

や
か
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

①
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合

や
、
生
活
排
水
を
側
溝
な
ど
の

水
路
に
流
し
て
い
る
場
合
→
遅

滞
な
く

②
く
み
取
り
便
所
→
３
年
以
内

助
成
金
制
度
・
利
子
補
給
金
制
度

　
右
記
①
②
の
場
合
で
、
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
す
る
方
に
対
し
て
助
成
金
制
度

お
よ
び
利
子
補
給
金
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。（
新
築
は
除
く
）　

　
下
水
道
接
続
工
事
は
事
前
の
申

請
が
必
要
で
す
。
阿
南
市
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
助
成
金
制
度
等
を
ご
利
用

の
際
は
、
接
続
工
事
の
申
請
と
同

時
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

接
続
す
る
と
、
下
水
道
使
用

料
が
か
か
る
の
？

　
一
般
の
下
水
道
使
用
料
は
、
水

道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
月
水
道

料
金
と
一
緒
に
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
一
般
の
ご
家
庭
で
１
カ
月
に
20

㎥
使
用
し
た
場
合
、
下
水
道
使
用

料
は
３
０
４
５
円
（
税
込
）
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
下
水
道
課
（
☎

22
‐
１
７
９
６
）
へ

　
市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
と

し
て
指
定
を
受
け
る
に
は
、
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
証
」

を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈭
　
午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所
　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
・
第
５
会
議
室

申
込
期
間
　
９
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
込
書
配
布
場
所

･
下
水
道
課
（
第
１
仮
庁
舎
分
室

１
階
）

･
阿
南
市
指
定
上
下
水
道
工
事
店

協
同
組
合
（
横
見
町
）

･
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

･
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
０
‒
０
９
３
９
　
徳
島
市

か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41
番
　
㈶
徳

島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

８
８
‐
６
２
５
‐
３
９
９
１
）
へ

平
成
24
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

9月10日は
「下水道の日」

工事は、排水設備指
定工事店にご依頼く
ださい。指定工事店
は、市のホームペー
ジや下水道課で確認
することができます。

男
女
共
同
参
画
週
間

　
９
月
３
日
㈪
～
９
日
㈰
は
、
阿

南
市
の
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
な

ど
で
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
の

取
組
が
必
要
で
す
。
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
男
女
共
同
参
画
室
分
室
（
市
民

会
館
２
階
）
で
は
、
男
女
共
同
参

画
週
間
に
併
せ
て
阿
南
市
女
性
協

議
会
の
活
動
や
分
室
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座

（
秋
期
講
座
）
受
講
生
募
集

日
程

▼
10
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
（
午
後

２
時
～
４
時
）

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
」
歯
朶
山

加
代
さ
ん
（
阿
南
市
人
権
教
育
・

啓
発
講
師
団
講
師
）

▼
10
月
18
日
㈭
（
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

「
外
国
人
の
人
権
」
林 

啓
介
さ
ん

（
徳
島
ブ
ラ
ジ
ル
友
好
協
会
会
長
）

▼
10
月
25
日
㈭
（
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

「
在
日
外
国
人
か
ら
見
た
徳
島
で

の
生
活
」
財
団
法
人
徳
島
県
国
際

交
流
協
会
派
遣
外
国
人
講
師
の
方

場
所
　
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
お
よ
び

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
継
続
し

て
受
講
で
き
る
方
（
テ
ー
マ
ご
と

の
受
講
も
可
）

募
集
人
数
　
各
40
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22
‐
３
０
９
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

消
費
者
啓
発
講
演
会

日
時
　
９
月
28
日
㈮
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
　
市
役
所
３
階
　
委
員
会
室

演
題
　「
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
」

講
師
　
阿
南
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長
代
理
　
是
松
　
司

※
入
場
は
無
料
で
す
。
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

美　
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て 

～
下
水
道
～

連
載
⑳

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

第
75
号
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平成23年度　富岡町の
下水道接続状況（累計）
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H23年度の接続率は
約47％でした。




